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種別 類別 S・RLNO. No.
計 測 値

(長径X最大巾X器厚） an
重量

(9)
石質 出土区・層位

石 槍

1

大形

2

不定形

S.RL1

S.RL2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

7．30×3．00×1．10

10．10×3．90×2．45

6．60×4．50×1．30半欠

6．30×3．20×1．20半欠

5．60×3．40×1.10半欠

5．20×3．90×1．10残欠

5．70×4．40×1．80

7.00×5．30×1．70残欠

4．70×4．40×1．40

4．80×4．50×1．35残欠

4．40×2．30×0． 9

7．60×3．60×1．20－部欠

20

86

34

29

30

23

29

59

28

30

8

42

珪質頁岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

流紋岩

珪質頁岩

〃

Tr2 Ⅲ中WI
90西

50北

Tr2貝層の上Ⅲ

Trl l下
W2

N1

07

04

Trl na上
W310

S10

Tr2 1下

Tr2 Ⅲ上

Tr2-3境界Ⅲ
N45

Tr2 Ⅲ下

Trl l
W55

S20

Tr2 Ⅱ中

Trl Ⅱ中
第1号

土壌内

Trl ua下

石 斧 S・PL1 1 5．00×2．60×0．90半欠 20 千枚岩 Tr2 Ⅲ上
E195東

N65北

クボミ石 S.RL1 1 10．90×6．15×3．90 288 頁 岩 Tr2 Ⅲ中

穿孔のあ

る自然石
S.PL1 1 4．80×3．70×1．30 27 珪質頁岩 Tr2 na下

E60

N40

半円状打

製扁平石
器

〃

S・RL2

1

2

10．20×8．40×2．30半欠

12．20×5．50×1．60

313

183

安山岩

珪質頁岩

Tr2 Ⅱb下蹴

Tr2 Ⅲ

石 弾 S.PL2 1 5．80×5．60×4．45 194 泥 岩 Tr2 1
N25

E35

石 皿
S・PL2

1

2

13．80×13．40×3．90残欠

12.00×8．40×4．90

865

675

火山礫凝灰岩

流紋岩 Tr2 貝層直上

タタキ石 S・PL3

1

2

3

4

6．40×5．20×2．85

11．40×9．50×3．10

9．40×7．30×6．10

16.20×8．90×5.00

140

493

580

1140

珪質頁岩

花崗閃緑岩

頁 岩

安山岩

Tr2 1
El68

N35

Trl na中

Tr2 1
N50

E28

Trl Ⅱ上
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種別 類別 S.PLNo. No.
計 測 値

(長径X最大巾X器厚） an
重量

(9)
石質 出土区・層位

石 錘

1

打欠き

が長軸

にある

もの

2

短軸に

打欠き
のある

もの

S.PL3

1

2

3

4

5

9．90×9．90×2．10

7．50×5．50×1．50

15．3×9．00×3．90

8．10×5．80×2．15

12．50×8．00×4．20

320

73

838

132

600

安山岩

頁 岩

〃

流紋岩

石錘？

自然石 ？

Trl Ⅱb
E140東

N40北

Tr2 Ⅲ中
N133北

E32東

Tr2 貝層上

Tr2 m

Tr2 1下

鉄 津 S・RL3 1 7．70×6．20×4．70 204 鉄 津 Trl l下

その他

自然石
S・RL3

1

2

3

3．80×2．40×2．00

6．30×6．20×3．40

6．20×4．40×3．90

18

117

78

赤鉄鉱

玉 髄

玉 髄

Trl Ⅱ中

Trl l下

Trl l下



青森県・市浦村「オセドウ貝塚」出土、骨類調査表〔表2〕

調査者金子浩昌1990．05．01～08

－92－

NQ
出土区

層
記 録 出土状況

1
tr2

Ⅱ層中

(焼骨）

o基節骨と思われる骨の近位部断片、 イヌ科の

ものである。

o tr 2の南西壁下で検

出した貝をフルイにか

けて検出。

2
trl

Ⅲ層下

(マダイ）

･尾椎骨-1 (椎体長16， 77，同径14, 85)

o tr 1のⅢ層下、南西

下を発掘中に検出。

3
tr2

Ⅲ層下

(シカ）の中手or中足骨を素材にして作ら

れたヘアーピン。骨の関節骨端が見える。

o tr 2のⅢ層下、貝層

上面で発掘中に検出。

4
tr2

貝層

(カモ類）－右脛骨 o tr 2の西壁下、貝層

中位より検出。

(伴出-円下dl式土器）

5
tr2

貝層

(タイ科）一腹椎、尾椎体一各1

(ウグイ）－尾椎体2 （やや大きいウグイ）

(スズキ）－腹椎－2。 （タイ科の椎体もある）

o tr 2の北側中央部、

貝層中位の貝をフルイ

にかけて検出。

6
tr2

貝層

(クロダイ）の諸骨

o右前頭部、右口蓋骨、左右歯骨、左右方骨一

各1，左角舌骨、頭骨～椎体断片

● 上に同じ ○

7
tr2

貝層

(魚骨）断片-11。

･部位等は細品のため判別不能。

o tr2の南西壁下、貝

層の下位より検出 ○

(フルイにかけて）

8
tr2

貝層

(魚骨）の断片一鰭等の破片を含むが、部位は

不明。 1点のみウグイの咽頭骨断片がある。

他に20片。

:。 tr2の南壁下やや西、

よりの地点で検出。フ

ルイにて発見。

9
tr2

貝層 ●

(タイ科）－鰭鰊3 （近位端を残す）

その他15点余りは、その断片。

o tr 2やや北より貝層

から検出。



◆以上の調査結果を戴いた。ここに記して感謝申し上げる次第である。
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12
tr2

貝層

● (ヤマトシジミ）であるが、貝塚出土のもの

としては、小形、早前期の貝塚には、 このよ

うな形のものがある。

｡ tr2の貝層より採集

したヤマトシジミのサ

ンプルである。

13 tr2

貝層中位

(スズキ）－主上顎骨片（左）

･他の1点も魚骨、 さらに石片2．

● tr 2の貝層中位出土、

トレンチの中央西より

ふるいにて検出。

備
考

☆no10， 11は欠番、他の遺跡出土のものである。

☆全体所見一小型のヤマトシジミからなっていた。魚骨は、マダイ、 クロダイなどがあ

つ たが、おそらくクロダイが主になるだろう。

今回も殆ど魚骨が主であった。

☆獣骨は、焼けた中型獣のものである。これは、焼けている上に、更に破損しているの

で種名等は、明らかになしいないのが、残念である。

しかし、注目してよい資料である。

☆骨のヘアピンは、前期の例として興味深い、いかにも素朴な造りである。これも良い

資料である。 （以上、原文のまま）



(Ⅲ）出土遺物

a)土器・土製品、 b)石器、 c)貝類、 d)骨類、 e)須恵器、土師器以上のa～e

に分けられる遺物が出土した。以下a～eの順に簡単に述べる。

a)土器、土製品(XPL1～6，APL1～12)

出土した土器は、土器型式で示すと、次の通りである。

円筒下層dl式、円筒上層a式、円筒上層b式、円筒上層c式、円筒上層d式、大木

系土器、更に十腰内1式土器が出土した。また、僅かではあるが、土師器・須恵器の

出土もあり、更に、北海道の影響を受けた擦文土器も出土している。これらの出土し

た土器について、以下簡単に述べることにする。

◆「前期の土器」－（6000～5000年前）

前期の土器は、次の各型式の土器が出土した。 （1）円筒下層dl式、 (2)円筒下

層d2式の2型式の土器が出土した。

☆このうち、 XPL1と、 XPL2としたものは、円筒下層dl式土器である。

また、 XPL3とした土器は、円筒下層d2式土器である。

◆「中期の土器」－a類（5000～4000年前）

中期の土器は、次の型式のものが出土している。 （1）円筒上層a式土器（2）円筒上

層b式土器、 （3）円筒上層c式土器、 （4）円筒上層d式土器等の円筒系土器が出

土した。

☆このうち、 XPL4とした土器は、円筒上層a式土器で、XPL5に示した土器は、

円筒上層c式土器である。

◆「中期の土器」－b類（中期末）

☆中期の土器b類としたものは、大木系の土器である。大木式土器と言うのは、東北地

方の南部で一時期栄えた土器群で、縄文時代の前期から中期へかけて、大木式土器文

化圏を形成していたものと言われている土器群である。この大木式土器文化が北上し

て、青森県に入り、円筒土器に影響を与えて化成した土器が、大木系土器と呼ばれて

いるものである。なお、個々の土器については、XPL、APLに示してあるので省
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略する。

「後期の土器」 （4000～3000）

☆後期の土器は、 1型式だけ出土した。即ち、十腰内1式土器である。この土器群につ

いても、APLに表示してあるので省略する。

◆「擦文土器」 （11世紀）

☆この擦文土器とした土器群は、北海道系の土器群で、青森県は、地理的に見ても近い

位置にあるため、津軽半島の各地で出土している土器群である。今回の発掘では、僅

か2～3片の出土であるが、昨年の第一次発掘調査では、出土しているので、紛れ込

んだものと考えられるところである。 (APL1-22)

◆「土製品」－(APL12-6， 7～9)

☆士製品としたものは、 (APL12-6， 7～9)に示した通り、円盤状士製品が1個、

土錘が3個の出土である。前者は、土器片（前期の土器） を利用したものである。士

錘は、先に述べた通り、第一次発掘調査で、大量に出土しているので、やはり紛れ込

んだものと考えられる。

b)石器（表1、 SPL1～3)

出土した石器は、次の器種にわけられる。石鍍、削器、掻器、石槍、石斧、 クボミ

石、穿孔のある自然石、半円状扁平打製石器、石弾、石Ⅲ、 タタキ石、石錘､(鉄津、

その他)等である。これらのもののうち、鉄津や自然石を除く、他の石器は、前期～

中期のものと認められる。なお､(表1）には、計測値、出土層、石質等を示してい

るので省略する。

c)貝類(KPLl)→すべてヤマトシジミである。

考古学史上名高いオセドウ貝塚の貝層の一部を確認した。写2～4に示した通り、

貝層は、層をなしていた。資料として、 45×45×58cmの肥料袋に約40袋を採集した

が、そのうち調査したものは15袋で、残りは未調査である。 したがって貝の中の骨

類は中間報告であることを承知されたい。なお、出土した貝類は、貝塚のものとし
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ては小形のものである。

d)骨類(bPL1～4)

出土した骨類については、早稲田大学、金子浩昌氏に調査を依頼して、その結果を

戴いた､(表2）は、 その調査結果である。記して感謝申し上げる次第である。

e) 須恵器、土師器(APL-2， 3)

出土したものは、僅か2点のみである。 第1次調査では、多く出土しているので、

おそらく、紛れ込んだものと考えられる。
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〔Ⅳ〕考 察

☆考古学史上有名な､｢オセドウ貝塚」の一角を発掘調査する機会を与えられて喜びと共

に浅学非才の小生を恐れている。以下第1次、第二次の順に簡単な考察を加えてみた

い○

☆オセドウ貝塚が所在する「神明宮」の境内は、一見して郭を想定させる地形であるが、

これに近接して「福島城吐」や「山王坊｣､やや離れて「唐川城肚」も所在するが、 こ

れらの遺跡との関係は目下不明である。

◆第1次発掘調査一第1次の調査では第4 ． 5図に示した、A･Bのグリットを発掘し

たことは既に述べたが、僅か5×6m (B)グリットの発掘で、住居趾を4棟検出し

ている。これらの住居趾は、僅かに壁面を認めるのみで、いずれも未完掘であるが、

そのプランは、方形、 または、長方形のものと認められる。 (Aグリットで1樹

・出土遺物－これらのA・Bグリットの出土遺物は、 （表1）に示したように、土師器、

擦文土器、須恵器、支脚、羽口、珠洲焼、越前焼、青磁、鉄製品等である。

・出土遺物と出土層を検討すると、表土を含む上層(I ･I)からは、陶磁器・鉄製品

が多く出土し、住居趾の覆土、及び、床面からは、土師器の出土が主体をなしている。

。以上のことから、検出した住居趾の年代は、 11世紀頃のものと考えられる。 しかし、

出土遺物を検討すると、先に述べたように、陶磁器の出土も認められ、土師器系土器

も出土することから、 この遺跡は、 11～16世紀の幅で、捉えることが可能と推定され

る。

。更に､｢土錘」の出土が極めて多く出土したことである。この点については、先に述べ

た「オセドウ貝塚研究史」の中で、先学が述べられているように、この遺跡を造営し

た人々は､｢漁労を中心とした生産活動をしていたもののようである」と述べられるが、

筆者も同様に考えている。

◆第2次発掘調査一第2次発掘調査は、第2図に示したとおり、遺跡の南端国道339

号から遺跡へ登る遊歩道の予定地に沿ってトレンチを設定したが、 トレンチの地点は、

西へ急傾斜する地形である。

・貝塚は、 これも先に述べたように、Ⅲ層下で検出した。 trl ・ tr2 ･ tr3とも、
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東壁のセクションには、貝層は無く、各trの西壁には貝層が所在した。このことか

ら、発掘した地点は、オセドウ貝塚東端の一部と考えられる。

･出土遺物一出土した遺物は（Ⅲ）－a～e項で述べたとおりである力§、貝層内からは、

円筒上層a式土器（貝層の上層)､及び円筒下層dl式土器（貝層下層）が出土した。

このことから､｢オセドウ貝塚」は、この土器型式の時期に形成されたものと思われる。

･出土遺物一出土した遺物については、既に述べたが、最初に層序と土器について述べ

る。

。I層一（土師器・須恵器－3点)、Ⅱ層一（後期十腰内I式・中期円筒上層a ・ c式、

大木系-8b ・ 9式比定土器)､Ⅲ層一円筒上層a式・大木9式比定土器・円筒下層b

2式）

貝層一（上層一円筒上層a式、下層一円筒下層dl式)､以上のように出土した。

☆なお、大正末～昭和初頭に発掘した土器は、有名な人骨と共に、東京大学から返還さ

れ、市浦村・歴史民族資料館に展示されているが、これらの土器と、第2次発掘調査

で出土した土器の一部は、同一型式であることを念のため申し添えておく。

･その他の出土遺物一（1）石器については、特に特徴は認められない。前期・中期の

石器としてはノーマルなものである。 （2）出土した貝類については、貝塚出土のも

のとしては、小形であると、金子浩昌氏が指摘されているところである。なお、詳細

については、 （表2）に調査結果を示しているので省略する。

☆参考文献

l、円筒土器文化村越潔著（考古学選書10）雄山閣

2，原子遺跡（縄文時代前期土器の編年的研究）五所川原市教育委員会

3，その他一省略
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①T･R1 1出土 A・P･L1

〔オセドウ貝塚出土・土器〕
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A・p･L2
〔土器〕 ①T･R1Ⅱ出土

☆（1 ． 4）→円筒上層a式土器

☆（2 ． 3）→型式名不明

2
3

罰

②T･R1Ⅱ出土

7

☆（8）→円筒上層a式土器

☆（5 ． 6 ． 7 ･ 9 ･ 10)

→円筒上層b式土器

蕊

~…畷噸識僻聯辮輝幽鍛鋤錨鎚辨畿滋罐

③T･R,Ⅱ出土

13
11

舞鱗
14

鯵 ☆(11 ． 13)

☆(14． 15

☆（16）

→円筒上層a式土器

17)→大木系土器

→後期？
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A･P・L3
〔土器〕

①T･RlⅡ出土

1

☆(1～6)→円筒下層dl式土器

☆（7 ． 8）→中期？型式名不明
5

②T・R1Ⅱ出土

☆（9）→円筒下層dl式土器

☆(10)→大木8b式比定土器

③T･R1Ⅱ出土

→十腰内I式土器

→中期・型式名不明

18)

→大木9式土器

→大木系土器

７１５１

〕
１
１
４
３

１
１
１

１☆
☆
☆

☆（12． 16)

識
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〔土器〕 A・p.L4
①T･R1Ⅱ出土

3

識
1

器
ｊ
土
８
式
・

器

１
７
土

．
・
器
式

層
６
土
Ｉ

下
・
系
内

筒
４
木
腰

円
・
大
十

↓
３
↓
↓

１

１

１
２
５

１
☆
☆
☆

癖

②T･RⅢⅡ出土

☆（9） →円筒下層dl式土器

☆(10) →大木8b式比定土器

☆（11～14)→大木10式比定土器

③T･RlⅡ出土

☆（20） →円筒下層式土器

☆(19) →須恵器（坏形）

☆(15～18．21)→大木系土器
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〔土器〕 A・p.L5

①T・R2Ⅱ出土

３
“
ず☆(1 ･ 2 ･ 4)→円筒上層a式土器

☆（3） →後期？

☆（5 ． 6） →大木系土器

②T･R2Ⅱ出土

8

☆（7）→円筒上層b式土器

☆（8）→円筒上層a式土器

蒲

③T･R2Ⅱ出土

9 11110

号

号
器
器

土
土
土

拭
式
式

‐
ｄ

ａ
画
ｂ
？
‐
．

』
層
皿
層
層
期

下
・
上
上
中

筒
皿
筒
筒
↓

ｊ
円
・
円
１
円
１

９
↓
皿
↓
過
↓
皿

Ｉ
ｉ
ｌ

☆
☆
☆
☆

－103



〔土器〕 A・p.L6

①T・R2Ⅱ出土

☆（1～7）

→円筒上層a式土器

※(1～7)は、同一個体

である。

②T･R2Ⅱ出土

8

＃

☆（8）→円筒上層c式土器

☆（9）→円筒上層a式土器

議
湾
藩
》
“

③T･R2Ⅱ出土

☆（10． 11 ． 12． 14）

→円筒上層a式

☆(13) →後期？

☆(15)

→円筒上層dl式土器

☆（16） →大木系土器

催

13 15

}難嚥

蝿

ｒ
Ｌ 雛
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〔土器〕 A･P･L7

②T･R2Ⅱ出土①T･R2I出土

４

鶴罐

12 13

③T･R2Ⅱ出土

☆（6） →円筒下層式土器

☆（1～3 ． 4 ． 5 ． 7）

→大木系土器

☆（10． 14）

→円筒下層式dl式土器

☆（8 ． 9）

→円筒上層a式土器

☆(11 ･ 12． 13)

→大木系土器

16 17

④T･R2Ⅱ出土

22

器土式
器
ａ
器

土
層
土

系
上
系

木
筒
期
木

大
円
後
大

↓
↓
↓
↓

１

１
１

１

４
７

２

２
２

－
１
一
一

５
８
２
５

１
２
２
２

ｉ
ｌ
☆
☆
☆
☆

篭

25

26§”

28：

隔識

蹄寸;

麺一
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〔土器〕 A・p.L8
①T･R2Ⅲ出土

☆(1～6)→円筒下層dl式土器

②T･R2Ⅲ出土

駕
識
騨
溌
蕊
許
．
熱
懸

器
器

器
土
士
器

土
式
式
土

式
ａ
ｂ
式

層
層
層
層

下
上
上
上

筒
筒
筒
筒

円
円
円
円

↓
↓
↓
↓

ｊ

ｊ

Ｏ

２

１

１

１
１

９
皿
７
８
１
ｉ

☆
☆
☆
☆

削
興
唱
期
哩
副
２
Ｆ
，
１
１
１
も
斑
鄭
播
鄙
坤
噂
襲
燕
弔
遇
劇
．
ｈ
＃
』
押
鈩
ｆ
、
竜
ｆ
２
１
電
専
篭
需
。
１
１
１
Ｊ
１
●
Ⅵ
２
甜
封
Ｉ
副
§
…
３

12

③T･R2Ⅲ出土

☆(13･14･16)→円筒上層a式土器

☆(15) →円筒上層b式土器

詩
”
ゞ
胴
“
認
”
》
蟻

鶯

IMI"WFIowH;mI"'|wI
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A・P・L9〔土器〕

①T･R2Ⅲ出土

☆(1 2）

→円筒上層a式土器

2）は、同一個体※ （1

②T･R2Ⅲ出土

号号

器
土
器

士
？
士

式
式
定

ａ
ｄ
比

層
層
式

上
上
皿

筒
筒
木

円
円
大

↓
↓
↓

１４

１
１

３
５
６

☆
☆
☆ 涛

神
糯
狩
品

↑
蕪

i

I

③T･R2Ⅲ出土

9

灘 零鐸

錘

鋳

☆（7 ． 8） →円筒上層a式士器

☆（9） →型式名不明

☆(10･11･12)→大木系土器：

夢溌

－107－



A・P･L10①T･R2Ⅲ出土〔土器〕

蟻
２
藩
競
》

溌
紅

器

器
器

土威
武
赴
垂

．
ｄ
ａ
ｂ

層
層
層
層

下
下
上
上

筒
筒
筒
筒

円
円
円
円

↓
↓
↓
↓

１４

１
１

１

５
２
３
１

Ｉ
ｉ
ｌ

☆
☆
☆
☆

が一も』辱

蝉 野

識

緯

5

☆（6～9）→円筒上層a式土器

:鷺癒1稗躍，麓7通麓苧宵諏”②T･R3Ⅱ出土

6 ③T･R2Ⅲ出土

！
蕪
何
噌
準
鉾

”
拙
設

口
螺
蕊
、
．
”
弾
爵
掌
《
”
鍵
拶

軸
蝉
稚
錨
鵠
騨
；
ｊ
《
蝋
緊
幣
鈩
争
‘
肇
翻
錘
計
溌
蕊
沸

鍔
禽
命
壷
芋

詫
域
品
題
垣
》
患
や
冷

洋
坤
措
謬
擦
風

仁
澤
弥
鍔
』
抑

器
芋
誰
培
ァ
ｆ
圭
子

鼎
舞
癖
鰯
嶺
角

辻
屑
宜

蕨

…静

轡些“￥1 羅曹警麓誓愛轄蜜穣舞嶋露錘錘準一鐸……~

④T･R2Ⅲ出土

器
器
器
器
器

士
器
土
士
士
士

式
土
式
式
式
式

ａ
式
ｂ
ｄ
ａ
ｂ

層
層
層
層
層
層

上
下
上
上
上
ｊ
上

筒
筒
筒
筒
筒
犯
筒

ｊ
円
円
円
円
円
・
円

陥
↓
↓
↓
↓
↓
皿
↓

１
１

４

２
９
０

１

１
１
２

１
１

０

３
５
１
８
７

１
ｉ
ｉ

１

１
１
１
１
１

☆
☆
☆
☆
☆
☆
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〔土器〕 A･P･L11

①T･R2Ⅲ出土

器
器
土
土
式
式
ａ
Ｕ
ｂ

ｊ５
層
層

・
上
上

４
筒
筒

・
円
円

３
↓
↓

２
１１

☆
☆

②T'R2Ⅲ出土

7
換鰯蜂

☆（6 ． 7 ． 9）→円筒上層c式土器

☆（8） →大木系土器

9

③T･R2Ⅲ出土

灘魁
#ぜ､画‘

§１
１
ｊ

式
式
式

層
層
Ｉ

下
上
内
器

筒
筒
腰
土

円
円
十
式

ｉ
ｌ

ａ

部
部
部
層

底
底
底
上

器
器
器
筒

士
土
土
円

↓
↓
↓
↓

１
１
１
１

０
１
２
３

１
１
１
１

１
１
☆
☆
☆
☆ I 3

§
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〔土器・円盤状土製品・土錘〕 A･P・L12

①

☆（1～4）←円筒上層a式土器

☆（5） →大木系または－

円筒上層式土器

☆（6） →円盤状土製品

盤

錘

円
土
↓
↓１９

１
－
６
７

☆
☆
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〔石器〕

①（石錐）

S．P．Ll

①

5 6職
蕊
蕊
窺
蕊
黙
鏡
鐸
灘
蕊
謬
蕊
識
蕊
蕊
譲
蕊
議

： ☆(1 13)→T･R2m出土

澱”侭
…
…
恥
燕
瑠
認
導
操
守
恥
誰
；
鷺
智
蔚
瀞
齢
驍

…

②

②（削器）

18

☆（14～23）→T･R2Ⅲ出土
鼠:‘* 。 、
一 雄輻』← , 罰

#;潔

鍵 23

鰍…iMf③（掻器・石斧・クボミ石・自然石）

☆（24～28）→T･R2Ⅲ出土
③ ④（石槍） ☆（29～34） →T･R2Ⅲ出」

26

磯
31

28

劃
灘

_蕊篭識鱸

謬蕊蕊蕊姉謹蕊哩鰕
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S．P．L2

〔石器〕 ①石槍一不定形

☆（1～6）→T･R2Ⅲ出土

②

8

§

②（半円状打製扁平石器・石弾・鉄津）

鷺

③

③（石皿）

☆(11 ･ 12)→T･R2Ⅲ出土 ‘
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S．P．L3〔石器〕

①（タタキ石）

i蕊 融樺

②（石錘）

☆（5～9）

tr2Ⅲ出土

③ （自然石）

"::W~
12

☆(10～12)→T･R2Ⅲ出土

鰯

,､型主
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〔出土したヤマトシジミ〕 K・P･L1

①

☆現在のもの

…

②

☆外面

1

☆内面
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b･P･L1〔骨類〕

K･tr2Ⅱ出土① 0

一

》
一
一
一
一義
一
臺
一
《
簔
一
《

一
手
一
毛
宝
↑
篝
一
議
一
葵
一
言
一
議
一
議
毒
冬
鬘
一
誠
一
窪
一
重
一
蒙
壼

薑↓
》
一
一
一
一
一
一鐸

一
謹
一

‐
雫

零
一
議
一
言

trlⅢ出土②0･K

§
“

￥

鱸
蔦騨蕊

様同も下以ｌ
塚目
〈
１

ウ
チ
意

ド
ン
の

七
し
層

オ
ト
Ⅲ

Ｋ
●
１
上

〈
Ｕ
壮
ｍ
皿

●
●
●

ｊ
”
１
０
１
１
ノ
ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１

ｊ註Ｉ☆
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〔骨角器〕→(ヘアピン型） b･P・L2

③0･K･ tr2Ⅲ下出」

…

／ ●

③0･K･ tr2Ⅲ下出土 ●

鵠篭蕊
鰯識単鍵鐸

即
詔
ｆ

増

尹
動
頃

④0･K･ tr2貝層出」

齊乃

円筒下層dl式土器

／④0･K． tr2貝層冊!十

-116-
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b・P・L3

〔骨類〕

⑤0･K･ tr2貝層出土

⑥0･K. tr2貝層出土

⑦0･K･ tr2貝層出土

一
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b･P･L4〔骨類〕

⑧0･K. tr2貝層出土

鴬~‐
ﾛ ド

； 牌 毒

騨競鬘
# "､蕊，一つ

幸 , …ヨー

､鎌』癖γ謬蕊筆

藍疑量
鬘

． 了

号:蛤, ゴ 笛 喝 ,X -4乎, :
琿司

尹 郡 P ｣

蕊蕊雲篤
鴬

， 理, ゴ ‘1

霧｡ ､倉息､ : :鰻: ‘ "" , ：雷
｡ ' ､ き ． , 銀L- 署』’坤

『" ザ ､｡蕊;･ず: 誰 1 手
“､

＃ゞ雛；
や率ぶ:#鵜

§鼠
剤
ゞ
§

鼠

§
Ff
i

琴
搾
埋
鳥

蝿

患

I

⑨0･K. tr2貝層出土

：蕊沸

驚
議
鴬

←糸を通す穴が見える
強

霧 ゴ

☆縫い針状骨類

＃
磯畿

＃
、
が
．

－118－
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